
要約

燃料電池の仕組みがわかる教材用キット

分解や組み立てが簡単にできて、燃料電池の構造や発電の仕組みを理解
することができる、小型燃料電池キットを製作しました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ 教材用キットの概観とモーターを用
いた発電の確認

写真２ 教材用キットの構成部品

燃料電池は次世代のエネルギー源として
注目され、普及が始まっています。この燃
料電池の構造や発電する仕組みが理解でき、
学校等で教材として利用可能な小型燃料電
池キットの製作に取り組みました。

発電によりモーターを回転させることが
でき、簡単に分解や組立てもできるため、
学校等での教材として活用できます。

また、本格的な実験や研究用途にも使用
可能です。

・電極面積は3㎝×3㎝で、最大約100ミ
リワットの出力が可能です。

・燃料には、入手や取り扱いが難しい水素
ガスではなく、入手しやすいメタノール
水溶液を使用します。

・県内企業に技術移転を行い、商品化され
ました。

・商品のご購入は、五所川原市の（有）ビット・テック（http://www.bittech.jp）までお問い
合わせください。

工業総合研究所　新エネルギー技術部
　Tel. 017-728-0900
　E-mail kou_souken@aomori-itc.or.jp

要約

太陽光で汚染物質を分解－高性能光触媒－

・現在の国内光触媒市場は1,000億円規模と推定されており、有用な可視光応答型光触媒

の登場により市場規模は大きく伸びると予測されています。

・特許出願：光触媒材料とその製造方法に関連（特願2013-190020、特願2013-190025、

特開2013-226548）

・学術論文：S. Kakuta et al., Catal. Sci. Technol., 2014, 4, 164-169. 

鉄酸化物の粒子形状制御により、市販酸化チタンを上回る性能を持つ光触
媒材料を開発しました。この材料は、太陽光を有効活用でき、紫外線が少な
い屋内環境でも、可視光を使って水や空気を浄化することができます。 

１．背景・目的

２．内容

３．活用等 0
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市販酸化チタン

従来の鉄酸化物系材料

開発品 高性能

図２水溶液中アセトアルデヒド分解能力比較
疑似太陽光照射下、有機物分解で生じたCO2量を測定。

図１開発した光触媒とその電子顕微鏡写真

光触媒は光を吸収して有機汚染物質を分解
できる材料です。代表的な酸化チタンは本県
でも外壁塗料などに利用されています。しか
し、酸化チタンは紫外光でしか機能せず、可
視光を多く含む太陽光や室内照明を有効利用
できる光触媒が求められています。そこで、
可視光を吸収する鉄酸化物に着目し、高性能
光触媒材料の開発に取り組みました。

・微粒子の形状制御で、市販酸化チタンより
高い性能を持つ鉄酸化物光触媒を開発しま
した（図１、２）。

・この光触媒は、可視光を有効に利用できる、
画期的な新たな光触媒です。

・各種発表会や学会を通し成果普及を図って
います。

この光触媒は、可視光に活性を示すため、
室内環境において水や空気の浄化に利用でき
ます。現在、この光触媒を使った塗料の開発
も進めています。
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